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職場のコミュニケーション、うまくいっていますか？
　文化庁が実施している「国語に関する世論調査」直
近の平成28年度調査は、主にコミュニケーションにス
ポットをあてている。ビジネスでもコミュニケーション
が重要なのはいうまでもないが、世代間のコミュニケー
ションギャップに悩む人は少なくないであろう。
　この調査では、「コミュニケーション能力は重要か」
という設問に対し、「そう思う」は、すべての年代で9
割以上、特に、20代は100％が「そう思う」と回答。
若い世代ほどコミュニケーション能力の重要性を意識
している。
　そのコミュニケーション能力とはどのようなものか。
ここでは、「言葉に関する能力」が関わる、と考える人
が6割以上となった。
　「言葉の使い方に関して困っていることや気になって
いること」を聞いたところ、「流行語や新しい言葉の意
味が分からないことがある」「外来語・外国語の意味が
分からないことがある」の2つが特に多かった。いず
れも、年代があがるほど、割合も高くなっており、特に
60代以上ではほかの年代より高く6割台だ。
　「これから必要だと思う言葉に関わる知識や能力」に
ついては、「説明したり発表したりする能力」がトップ
だった。プレゼンテーション能力の重要性が広く認識
されているようだ。
　興味深いのは「自分と考え方の違う人との意見交換
に必要な態度は何か」との質問に対し、「柔軟な態度」
との回答は年齢が高くなるにつれ、その割合は低くな
り、「深く関わらないようにする」は年齢が高くなるほ
ど高くなっていることだ。企業の中核となっている中高
年世代にとっては、耳が痛い指摘かもしれない。
　このほか、挨拶、敬語、書き言葉、情報化などにお
けるコミュニケーションについても聞いており、コミュ
ニケーション問題に頭を悩ます管理者や社内教育の担
当者といった人たちにとっては、おおいに参考になる
データといえるだろう。

出所：�文化庁『平成28年度「国語に関する世論調査」』（2017年9月）

言葉や言葉の使い方に関して、困っている、
気になっているのは、どんなこと

今回調査 22年度 18年度 15年度 11年度

流行語や新しい言葉の意味が分から
ないことがある 55.5 41.8 42.5 42.7 42.4

外来語・外国語の意味が分からない
ことがある 55.0 39.1 43.1 46.0 45.8

辞書を引かなければ書けない漢字が
たくさんある 31.6 33.7 34.2 31.2 34.2

年の離れた人たちが使っている言葉
の意味が分からない 30.8 22.2 22.3 23.8 23.5

正しい文章の書き方がよく分からない 22.2 20.4 19.1 15.8 18.9

人に対する話し方が上手ではない 22.0 19.5 19.3 18.1 16.5

読めない漢字にたくさん出合う 21.5 21.9 20.5 19.5 19.4

送り仮名の付け方が分からないことが
ある 19.3 17.4 17.2 17.6 18.5

新聞を読んでも，難しい言葉が多くて
意味がよく分からない 17.0 17.6 18.6 21.5 22.8

敬語がうまく使えない 16.7 17.2 18.6 14.9 18.8

特に困っていることや気になっている
ことはない 8.4 13.3 11.4 11.4 12.3
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語句や慣用句等の知識

これからの時代、特に必要だと思う言葉に
関わる知識や能力は何か
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言葉遣いで困っていること（年齢別）上位 4項目
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　近年、若者と接する先生や企業の現場の方から、「自
己肯定感が低い人が増えている」「自己効用感が低い
人が多くなっている」という言葉を耳にすることが多
くなった。自己肯定感と自己効用感の違いはあるが、
そのことは脇に置いて話を進めたい。
　先日、滋賀県草津市立草津第二小学校で、「赤ちゃ
んプロジェクト※」という授業を見学する機会を得た。
生後3カ月から12カ月の赤ちゃんとお母さんに、5カ
月にわたって、同授業がある日には学校に来てもらい、
児童が赤ちゃんに触れたり、抱いたり、赤ちゃんの生
活を聞いたりすることで、命や成長について学習する
のが目的である。同小学校では、すでに2年生を対象
に数年間つづけて取り組んでいる。その効用について、
北島泰雄校長は、「自分が赤ちゃんのときに、どれだけ
大切にされたかを知ることで、自己肯定感が高まり、
友だちを大切にする心が育まれていることを実感しま
す」と語ってくれた。
　しかし、この授業が、学校の公費だけで実施するこ
とができないという現実的な課題がある。草津第二小
学校の場合は、近くに本社を構える「天神」という学
習ソフトを開発販売する株式会社タオが、その費用を
サポートしつづけているため継続できている。1回の
授業にかかる費用は数万円なのだが、校費でその金額
を賄えない現実がある。CSRに積極的な企業ならば、
数万円という金額は、決裁者の判断次第で出せる範囲
であろう。
　学校と企業とがつながる場としては、出前授業など
があるものの、こうした支援のCSR活動が、もっと着
目されてもいいだろう。そうすれば、学校もよりユニー
クな教育現場を創造し、継続することができるのでは
ないだろうか。
　企業による学校への経済的な支援は、たとえ少額で
あったとしても、大きな夢のある人材を育てる投資とい
える。そんなCSRが、もっと広がってほしいものである。
� （編集室　文
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※�NPO法人ママの働き方応援隊が行う「赤ちゃん先生プロジェクト」に
より実施されている。
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